
・足元では、第３四半期決算まで黒字を確保することができ、今後の社会活動の正常化へ向けた
　兆しが見えてきたところではあるが、当初計画していたご利用状況までは回復しておらず、未だ厳
　しい状況にあると考えている。 
・その中で、社員の「融合と連携」による収益拡大やコストダウンといった生産性向上の取り組み
　が動き出したところである。これまでのコロナ禍の状況からの「モードチェンジ」に向けた歩み
　をさらに加速し、新たな価値・サービスを提供できる会社を創り上げていかなければならない。 
・このような基本スタンスを踏まえ、貴側からの要求については、総額人件費に与える影響等も踏
　まえ総合的に勘案し、慎重に判断する必要があると考えている。今後、早期の合意を念頭に、
　スケジュール感を持ちつつ真摯かつ精力的に議論を進めていきたいと考えている。
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